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プ
ロ
野
球

は
セ
・
パ
両

リ
ー
グ
が
同

時

に

開

幕

し
、
今
年
も

熱
戦
が
期
待

さ
れ
る
。
中

で
も
大
谷
が
抜
け
た
北
海

道
日
本
ハ
ム
は
、
そ
の
穴

を
ど
の
よ
う
に
カ
バ
ー
す

る
か
注
目
さ
れ
る
。
日
ハ

ム
の
今
季
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
道
―
Ｆ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｓ

XV
―
」
。
球
団
の
北

海
道
移
転
１５
年
目
だ
が
、

た
ま
た
ま
今
年
は
「
北
海

道
」
と
命
名
さ
れ
て
か
ら

１
５
０
年
の
節
目
の
年
に

あ
た
り
、
野
球
の
道
を
究

め
る
決
意
を
一
文
字
に
込

め
た
そ
う
だ
▼
北
海
道
は

大
豆
、
小
麦
、
馬
鈴
薯
、

玉
ね
ぎ
な
ど
農
作
物
や
、

生
乳
、
牛
肉
な
ど
多
く
の

畜
産
物
で
も
知
ら
れ
て
お

り
、
生
産
量
で
北
海
道
が

全
国
一
を
誇
る
も
の
は
数

え
き
れ
な
い
。
ま
さ
に
日

本
の
最
大
の
食
料
供
給
拠

点
で
も
あ
る
▼
そ
の
北
海

道
が
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
、
人
口

減
少
に
よ
る
集
落
機
能
の

低
下
な
ど
農
畜
産
業
を
め

ぐ
る
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
特
に
農
業
に

つ
い
て
は
地
域
を
支
え
る

基
幹
産
業
で
あ
る
だ
け
に

深
刻
だ
。
平
成
２９
年
の
農

家
戸
数
は
３
万
６
千
戸
だ

が
、
ほ
ぼ
２０
年
間
で
半
減

し
高
齢
化
も
進
ん
で
お

り
、
後
継
者
育
成
と
人
材

確
保
が
最
大
の
課
題
だ
▼

野
球
も
農
業
も
道
を
究
め

れ
ば
人
材
は
集
ま
る
。
そ

れ
に
は
何
ら
か
の
仕
掛
け

が
必
要
だ
。
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同
社
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
と
庫
内
作
業
員
の
不
足

が
一
段
と
深
刻
化
し
た
１５
年

度
に
発
注
・
入
荷
頻
度
の
抑

制
に
着
手
。
１
発
注
当
た
り

の
数
量
を
増
や
す
こ
と
で
入

荷
車
両
台
数
を
削
減
し
、
待

機
時
間
の
圧
縮
と
庫
内
作
業

の
省
力
化
・
平
準
化
に
つ
な

げ
て
き
た
。

特
に
発
注
業
務
を
セ
ン
タ

ー
化
し
た
近
畿
・
中
四
国
で

は
そ
の
効
果
が
大
き
く
「
大

阪
支
店
で
は
メ
ー
カ
ー
が
休

み
に
入
る
年
末
・
Ｇ
Ｗ
の
待

機
車
両
台
数
が
半
減
し
、
午

後
３
～
４
時
ま
で
か
か
っ
て

い
た
入
荷
業
務
が
遅
く
と
も

午
後
１
時
に
終
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
（
常
務
執
行
役
員

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
管
掌
・
宇

佐
美
文
俊
氏
）
。

１８
年
度
を
起
点
と
す
る
中

期
３
か
年
計
画
で
は
入
荷
管

理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
こ

の
取
り
組
み
を
拡
大
。
車
両

台
数
の
削
減
と
積
載
率
の
向

上
、
待
機
時
間
の
改
善
を
図

り
つ
つ
、
庫
内
作
業
の
大
幅

な
省
力
化
を
目
指
す
。

入
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
は
ド

ラ
イ
バ
ー
の
ス
マ
ホ
な
ど
と

連
動
し
て
入
荷
車
両
の
受
付

や
バ
ー
ス
へ
の
誘
導
を
効
率

化
す
る
も
の
で
、
待
機
時
間

等
の
業
務
履
歴
か
ら
拠
点
の

運
用
課
題
を
把
握
で
き
る
な

ど
の
波
及
効
果
も
あ
る
。

既
に
国
分
グ
ル
ー
プ
な
ど

が
一
部
の
大
型
拠
点
で
運
用

を
始
め
て
い
る
が
、
日
本
ア

ク
セ
ス
は
自
社
の
Ｗ
Ｍ
Ｓ
と

連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
適
正

在
庫
の
維
持
と
入
荷
頻
度
の

抑
制
を
高
い
レ
ベ
ル
で
両
立

さ
せ
る
考
え
だ
。

シ
ス
テ
ム
化
と
並
行
し
て

メ
ー
カ
ー
ご
と
に
入
荷
時
間

枠
を
設
定
し
、
車
両
の
到
着

や
入
荷
作
業
の
分
散
化
を
進

め
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
１
時

間
以
上
の
待
機
が
発
生
し
て

い
る
一
部
の
拠
点
に
つ
い
て

も
、
平
均
待
機
時
間
を
５
割

程
度
短
縮
で
き
る
見
通
し
だ
。

入
荷
時
間
帯
は
今
ま
で
通

り
午
前
を
原
則
と
す
る
が
、

品
目
数
が
多
い
な
ど
の
理
由

で
荷
卸
し
や
検
品
に
時
間
を

要
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、

午
後
ま
た
は
夜
間
の
受
け
入

れ
も
検
討
す
る
。
こ
う
し
た

効
率
的
な
フ
ロ
ー
の
確
立
に

向
け
、
味
の
素
・
カ
ゴ
メ
な

ど
が
参
画
す
る
メ
ー
カ
ー
共

同
物
流
会
社
、
Ｆ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
協
議
を
求
め
て
い
く
考

え
だ
。

日
本
ア
ク
セ
ス
は
今
年
２

月
に
千
葉
支
店
で
入
荷
管
理

シ
ス
テ
ム
の
テ
ス
ト
運
用
を

開
始
。
１８
年
度
は
東
西
４
拠

点
に
導
入
し
、
２０
年
度
ま
で

に
全
国
約
２
５
０
か
所
の
す

べ
て
の
汎
用
物
流
拠
点
へ
の

導
入
を
完
了
さ
せ
る
。
こ
れ

と
並
行
し
て
３
か
年
で
６０
億

円
規
模
の
省
力
化
マ
テ
ハ
ン

投
資
（
低
回
転
商
品
向
け
自

動
倉
庫
の
導
入
な
ど
）
を
実

施
。
入
荷
業
務
の
合
理
化
と

機
械
化
の
促
進
に
よ
り
「
庫

内
作
業
量
を
最
大
２２
％
削
減

で
き
る
」
（
宇
佐
美
氏
）
と

い
う
。

国
土
交
通
省
が
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
対
策
の
一
環
と
し
て

着
荷
主
に
待
機
時
間
の
削
減

を
要
請
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
食
品
卸
を
中
心
に
入
荷

管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
注
目
度

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
同
シ

ス
テ
ム
を
入
荷
頻
度
の
抑
制

と
庫
内
作
業
の
圧
縮
に
つ
な

げ
る
動
き
は
珍
し
い
。
深
刻

な
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
背
景

に
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
中
に

は
昨
年
頃
か
ら
発
注
リ
ー
ド

タ
イ
ム
や
最
低
配
送
ロ
ッ
ト

を
見
直
す
動
き
が
広
が
っ
て

お
り
、
今
後
は
他
の
食
品
卸

も
入
荷
頻
度
の
抑
制
に
乗
り

出
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
日
本
ア
ク
セ
ス
は

自
社
入
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
先
を
Ｗ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
可

能
な
汎
用
物
流
拠
点
に
限
定

し
て
お
り
、
受
託
専
用
セ
ン

タ
ー
へ
の
導
入
に
つ
い
て
は

別
途
検
討
す
る
。
日
本
加
工

食
品
卸
協
会
が
開
発
を
進
め

て
い
る
卸
業
界
向
け
標
準
入

荷
管
理
シ
ス
テ
ム
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
る
。

新
日
本
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
協
会
は
９
月
１
日
付
で

名
称
を
「
全
国
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
協
会
」
に
変
更
す

る
。
３
月
２６
日
に
創
立
６０
周

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
名

称
変
更
を
通
じ
て
協
会
活
動

の
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指

す
。
３
月
２８
日
開
催
の
通
常

総
会
で
決
議
し
た
。

同
協
会
は
１
９
５
８
年
に

日
本
セ
ル
フ
・
サ
ー
ビ
ス
協

会
と
し
て
設
立
。
中
小
ス
ー

パ
ー
の
全
国
団
体
と
し
て
小

売
業
の
近
代
化
を
リ
ー
ド

し
、
０９
年
に
主
に
Ｃ
Ｇ
Ｃ
系

の
ス
ー
パ
ー
が
加
盟
す
る
旧

・
全
国
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
協
会
と
合
併
し
て
現
名
称

を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

組
織
小
売
業
の
団
体
と
し

て
は
日
本
百
貨
店
協
会
（
１

９
４
８
年
設
立
）
に
次
ぐ
長

い
歴
史
を
持
つ
が
、
「
新
日

本
」
を
名
乗
っ
て
い
る
た
め

に
新
興
団
体
と
誤
認
さ
れ
た

り
、
名
称
が
類
似
し
た
同
業

他
団
体
と
混
同
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
こ
と
か
ら
、
改
称
を

決
定
し
た
。

協
会
は
創
立
６０
周
年
と
改

称
を
記
念
し
、
９
月
１９
日
に

東
京
で
６０
周
年
全
国
大
会
を

執
り
行
う
。

農
林
水
産
省
は
３
月
２８

日
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
対
象

と
す
る
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
食
品
製
造
業
・
小
売
業
の

適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
～
牛
乳
・
乳
製
品
製
造
業

～
」
）
を
策
定
・
公
表
し

た
。

食
品
の
下
請
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
し
て
は
昨
年
３
月
公
表

の
豆
腐
・
油
揚
げ
に
続
く
も

の
で
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
取

引
実
態
を
踏
ま
え
、
独
占
禁

止
法
（
優
越
的
地
位
の
濫

用
）
お
よ
び
下
請
法
で
問
題

に
な
り
得
る
メ
ー
カ
ー
―
小

売
間
の
取
引
事
例
と
対
応
方

法
を
整
理
し
た
。
特
徴
的
な

事
例
と
関
連
法
規
の
留
意
点

を
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と

で
、
法
令
違
反
の
未
然
防
止

に
つ
な
げ
る
。

昨
年
の
豆
腐
・
油
揚
げ
版

に
な
い
新
た
な
事
例
は
▽
過

度
な
鮮
度
要
求
、
欠
品
回
避

の
た
め
の
短
納
期
発
注
▽
客

寄
せ
の
た
め
の
納
品
価
格
の

不
当
な
引
下
げ
▽
物
流
費
等

の
コ
ス
ト
増
加
を
反
映
し
な

い
価
格
決
定
▽
Ｐ
Ｂ
商
品
を

め
ぐ
る
不
利
な
取
引
条
件
の

設
定
�
�
の
４
点
。
消
費
期

限
が
短
く
、
特
売
や
Ｐ
Ｂ
化

の
対
象
に
な
り
や
す
い
牛
乳

・
乳
製
品
で
起
こ
り
が
ち
な

問
題
を
網
羅
し
た
。

買
い
手
の
コ
ス
ト
負
担
を

伴
わ
な
い
過
度
の
短
納
期
発

注
（
当
日
発
注
・
当
日
納
品

な
ど
）
に
つ
い
て
は
「
発
注

数
量
に
合
わ
せ
た
生
産
が
行

わ
れ
、
見
込
生
産
や
そ
れ
に

よ
る
余
剰
生
産
物
の
廃
棄
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
両
者
合
意
の
下
、

小
売
業
者
は
十
分
な
リ
ー
ド

タ
イ
ム
を
確
保
し
た
上
で
発

注
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
し
、
具
体
的

改
善
事
例
と
し
て
数
日
前
の

数
量
確
定
や
直
前
発
注
時
の

買
い
手
に
よ
る
コ
ス
ト
負
担

を
挙
げ
て
い
る
。

食
品
新
聞
社
は
３
月
２９
日

開
催
の
株
主
総
会
で
役
員
人

事
を
決
め
た
。
金
井
順
一
社

長
が
取
締
役
会
長
に
退
き
、

後
任
の
代
表
取
締
役
社
長
に

は
山
口
貢
常
務
が
就
任
。
波

谷
順
正
取
締
役
が
専
務
取
締

役
に
昇
格
し
た
。
松
江
祥
弘

取
締
役
は
留
任
。
新
体
制
は

次
の
通
り
。

各
社
と
も
好
天

を
祈
り
つ
つ
新
商

品
や
新
提
案
な
ど

で
一
人
当
た
り
の

消
費
量
を
伸
ば
す

こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
既
に
多

く
の
メ
ー
カ
ー
が

中
長
期
計
画
や
１８

年
方
針
を
発
表
し

戦
略
を
遂
行
し
て

い
る
。

日
本
コ
カ
・
コ

ー
ラ
は
新
技
術
を

用
い
て
開
発
さ
れ

た
新
商
品
で
炭
酸

水
市
場
に
本
格
参
入
す
る
な
ど
し

て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て

い
く
。

ホ
ル
へ
・
ガ
ル
ド
ゥ
ニ
ョ
社
長

は
、
多
様
化
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

い
っ
た
諸
課
題
を
好
機
に
変
え
る

際
の
カ
ギ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

あ
る
と
指
摘
し
た
上
で
「
成
長
を

促
す
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
高
付
加
価
値
・
パ
ッ
ケ
ー

ジ
・
デ
ジ
タ
ル
」
と
語
っ
た
。

潜
在
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
に
も
意

欲
を
の
ぞ
か
せ
る
。
「
次
の
３

年
、
１０
年
に
ど
の
よ
う
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
か
を

全
社
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
の
基
軸
と
な
る
の
が
消
費
者
イ

ン
サ
イ
ト
で
、
顕
在
化
し
て
い
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
�
言
わ
れ
て
み

た
ら
そ
う
だ
っ
た
�
と
い
う
も
の

も
あ
る
」
（
和
佐
高
志
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
本
部
炭
酸
、エ
ナ
ジ
ー
、
ジ

ュ
ー
ス
＆
Ｎ
Ｇ
Ｐ
担
当
副
社
長
）

と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
今
年
、
３０
年
に
売
上

げ
を
前
期（
１２
月
期
）の
約
２
倍
と

な
る
２
・
５
兆
円
を
目
指
す
長
期

経
営
戦
略
と
２０
年
ま
で
の
中
期
経

営
計
画
を
発
表
。
こ
の
目
標
達
成

の
た
め
の
７
つ
の
成
長
戦
略
の
１

つ
と
し
て
、
国
内
外
で
新
し
い
飲

み
場
・
買
い
場
の
創
造
や
Ｒ
Ｔ
Ｄ

飲
料（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
飲
料
）に
と
ど

ま
ら
な
い
次
世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

今
年
か
ら
�
成
長
に
よ
る
利
益

創
出
�
の
命
題
に
取
り
組
む
の
は

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
。
堀
口
英
樹

社
長
は
「
ど
こ
か
で
成
長
を
基
盤

と
し
た
利
益
成
長
の
サ
イ
ク
ル
を

つ
く
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
今
回
、
成
長
に
よ

り
軸
足
を
置
い
た
方
向
へ
ス
テ
ー

ジ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
し
た
」
と

語
り
、
今
期
（
１２
月
期
）
か
ら
毎

年
１
ケ
タ
前
半
の
数
量
増
を
図
り

２
０
２
１
年
に
は
事
業
利
益
率
を

前
期
の
７
・
６
％
か
ら
１０
％
に
引

き
上
げ
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

ア
サ
ヒ
飲
料
は
「
今
年
は
上
位

２
社
を
追
撃
す
べ
く
攻
め
の
姿
勢

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
第
一

歩
だ
と
考
え
て
い
る
」
（
岸
上
克

彦
社
長
）
と
し
、
財
務
的
価
値
と

社
会
的
価
値
を
よ
り
意
識
し
て
一

層
強
固
な
経
営
基
盤
の
構
築
を
目

指
し
て
い
く
。

伊
藤
園
は
昨
年
、
売
上
高
を
２２

年
に
６
千
億
円
へ
と
引
き
上
げ
る

１８
―
２２
年
の
中
期
経
営
計
画
を
発

表
。
売
上
高
上
積
み
計
画
の
柱
に

つ
い
て
本
庄
大
介
社
長
は
「
や
は

り
『
お
～
い
お
茶
』
。
国
内
に
お

い
て
は
伊
藤
園
単
体
の
主
力
ブ
ラ

ン
ド
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ

バ
レ
ッ
ジ
は
「
引
き
続
き
、
飲

料
、
レ
モ
ン
、
ス
ー
プ
、
新
規
事

業
、
海
外
、
外
食
の
６
つ
の
分
野

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

（
岩
田
義
浩
社
長
）
方
針
の
下
、

飲
料
で
は
同
社
の
強
み
を
生
か
し

た
差
別
化
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
。

柿
内
望
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

飲
料
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
部
部
長
は
、

中
長
期
を
見
据
え
た
飲
料
商
品
開

発
の
軸
足
を
�
レ
モ
ン
の
新
価
値

提
案
�
�
素
材
由
来
の
価
値
で
セ

グ
メ
ン
ト
№
１
�
�
エ
ン
タ
メ
ド

リ
ン
ク
の
提
案
�
の
３
つ
に
置
く

と
し
「
セ
グ
メ
ン
ト
で
の
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
い
く
と
と
も

に
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ
て
い
く
」
と
語

っ
た
。
（
４
～
１６
面
に
「
総
合
飲

料
特
集
」
）

�������������������������������

全国的な気温の上昇に伴い飲料

商戦も活発化している。３月２９日

には東日本と西日本が高気圧に覆

われ６月並みの陽気になったとこ

ろもあった。１―３月の市場は数

量ベースで２％増と推定される。

飲料の需要は天候によるところが

大きく、４月から７月にかけて

は、比較的好天に恵まれた前年並

みかそれ以上の好天となり、８月

に暑い夏となるのが理想の形。天

候要因以外では、人口が減少する

中で一人当たりの消費量に拡大余

地がある。昨年の総生産量は８月

の天候不順にもかかわらず１．７％

のプラスとなった。

日
本
ア
ク
セ
ス
は
入
荷
業
務
の
合
理
化
に
乗
り
出
す
。
新
た
に
開
発
し
た
入
荷
管
理
シ
ス
テ
ム
を
２０
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の
汎
用
物
流
拠
点
に
導

入
し
、
メ
ー
カ
ー
納
品
車
両
の
待
機
時
間
の
削
減
や
検
品
・
格
納
な
ど
庫
内
作
業
の
省
力
化
を
急
ぐ
。
同
シ
ス
テ
ム
と
現
行
の
Ｗ
Ｍ
Ｓ
（
Ｗ
ａ
ｒ
ｅ

ｈ
ｏ
ｕ
ｓ
ｅ

Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
／
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
連
携
さ
せ
、
メ
ー
カ
ー
・
卸
双
方
に
と
っ
て
作
業
負
担
の

重
い
多
頻
度
小
ロ
ッ
ト
の
仕
入
れ
も
抜
本
的
に
見
直
す
。

日本アクセス

全
汎
用
拠
点
に
管
理
シ
ス
テ
ム

車
両
待
機
と
庫
内
作
業
圧
縮

入
荷
頻
度
も
抑
制
へ

農 水 省

牛
乳
・
乳
製
品
に
下
請
Ｇ
Ｌ

当
日
発
注
な
ど
問
題
視

９月に名称を変更
�全国スーパーマーケット協会�に

本
紙
新
社
長
に
山
口
常
務
昇
格

波
谷
取
締
役
が
専
務
に

春
到
来
で
外
出
機
会
が
多
く
な
り

需
要
も
高
ま
る
（
写
真
は
大
塚
食

品
が
行
っ
た
花
見
会
）
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入入
荷荷
業業
務務
をを
合合
理理
化化

◇

◇

取
締
役
会
長
（
代
表
取
締

役
社
長
）
金
井
順
一
▽
代
表

取
締
役
社
長
（
常
務
取
締

役
）
山
口
貢
▽
専
務
取
締
役

（
取
締
役
）
波
谷
順
正
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戦略を遂行
主 要 メ ー カ ー

新スパ協
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